
234

６

293

６

高
島
の
古
代
遺
跡 

そ
の
１

　
市
内
は
、
山
あ
り
川
あ
り
里
あ
り
湖

あ
り
の
、
自
然
豊
か
な
風
土
で
す
。
こ

の
地
形
は
人
の
定
住
に
つ
な
が
り
、
市

内
に
は
そ
の
こ
と
を
示
す
４
０
０
か
所

近
い
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
に
調
査
さ
れ
た
低
地
遺
跡
か
ら
３
つ

の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
南み

な
み
い
ち
ひ
が
し

市
東
遺
跡

　
　
主
に
弥
生
・
古
墳
時
代
の
集
落
跡

�

（
安
曇
川
町
末
広
他
所
在
）

　
昭
和
49
年
７
月
20
日
に
開
通
し
た
国

鉄
湖
西
線
安
曇
川
駅
周
辺
の
開
発
に
伴

う
発
掘
調
査
で
、
今
か
ら
約
２
０
０
０

年
前
の
弥
生
時
代
中
期
を
中
心
と
し
た

集
落
遺
跡
と
、
１
５
０
０
年
前
の
古
墳

時
代
中
期
の
集
落
遺
跡
が
重
複
す
る
中

で
、
遺
物
・
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
に
、
30
数
回
の
調
査
成
果
の
積

み
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
駅

東
南
調
査
区
に
お
い
て
、
推
定
弥
生
時

代
と
考
え
る
遺
構
面
に
、
井
戸
跡
と
掘

立
柱
倉
庫
に
附
属
す
る
、
丸
太
梯は

し
子ご

が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ム
ラ
の

中
心
が
近
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
周
辺
に
は
、
八
反
田

遺
跡
・
下
五
反
田
遺
跡
が
所
在
し
、
関

連
遺
跡
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

▼
鴨
遺
跡

　
　
平
安
時
代
前
期
の
官か
ん
衙が

�

（
高
島
町
鴨
所
在
）

　
鴨
区
耕
地
改
良
事
業（
ほ
場
整
備
）に

伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が
昭
和
50

年
代
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
昭
和

54
年
度
の
調
査
で
は
、
平
安
時
代
前
期

（
貞
観
15
年（
８
７
３
）と
書
か
れ
た
木

簡
出
土
）の
地
方
官
衙（
役
所
）と
考
え

ら
れ
る
遺
構
・
遺
物
が
大
量
に
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
緑
釉ゆ

う
陶
器
・
灰か
い
釉ゆ
う

陶
器
等
の
高
級
陶
器
が
完
形
品
の
状
態

で
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
銅
印「
朝
」

を
は
じ
め
木
製
品
の
沓く

つ
・
小
さ
な
仏
像

な
ど
も
出
土
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
平

安
時
代
の
地
方
役
所
に
迷
い
込
ん
だ
思

い
が
す
る
よ
う
な
遺
構
・
遺
物
群
で
す
。

遺
跡
は
現
在
、
水
田
と
し
て
活
用
さ
れ

て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
天て

ん

神じ
ん

畑ば
た

・
上か

み

御ご

殿て
ん

遺
跡
群

　
　
弥
生
～
室
町
時
代

�

（
安
曇
川
三
尾
里
他
所
在
）

　
安
曇
川
町
の
南
に
位
置
す
る
青
井
川

の
改
修
工
事
に
先
立
っ
て
、
平
成
20
年

代
に
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
て
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
列
島
に
出
土
例
が
な
い
、
双
環

柄
頭
短
剣
鋳
造
の
石
製
鋳
型
一
対（
弥

生
時
代
中
期
～
後
期
）を
始
め
、
大
型

の
大
壁
造
り
建
物
と
考
え
ら
れ
る
遺
構

（
古
墳
時
代
前
期
）な
ど
大
陸
や
朝
鮮
半

島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
遺
物
や
遺
構
群
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
渡
来
人

の
足
跡
を
感
じ
る
遺
跡
群
で
す
。

　
安
曇
川
以
南
の
遺
跡
は
、
こ
の
よ
う

に
保
存
状
態
も
良
好
で
、
今
後
も
多
く

の
成
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

 

文
化
財
課　
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三尾里から上御殿遺跡を望む

今年の４月から企画広報
課に異動してきた (M) です。

この部署に配属されたことにより、
初めて毎月読んでいる広報誌がどの
ように作成されているのを知りまし
た。今まで使用してこなかったシス
テム等を使うことになり、悪戦苦闘
していますが、色々なことを少しず
つ覚えながら頑張っていきたいと
思っています。皆さま今年１年間よ
ろしくお願いいたします。（M）

南市東遺跡出土初期須恵器

鴨遺跡出土
「朝」銘銅印
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